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自治基本条例検討委員会

（ 生徒、 学生と の意見交換）

自治基本条例っ て何だろ う ？
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　 社会環境や生活スタ イ ルが変化する中で、 地域が抱える問題はさ まざまです。 こ う いっ た問

題を 一つひと つ解決し ながら、 自分たち の住むまち を 良く し よ う と する こ と を「 まち づく り 」

と いいます。

　 下野市では、 まちづく り の基本的なルールを定めた「 下野市自治基本条例」 に基づいて、 市

民と 市が一緒になっ てまちづく り を進めています。

　 みなさ んも 下野市のまちづく り について考えてみませんか？

私たちの国には日本国憲法など法律がある よ ね。 国が作る 法律と は別に、

県や市などが作る法律のよう なも のが条例なんだよ。

そも そも「 条例」 っ て「 自治」 っ て何？

どう やっ てルールができ たの？

そも そも 「 条例」 っ て難し そう だけど何なのかな？

じ ゃ あ、「 自治」 っ て何なのかな？ よ く 「 自治会」 と か「 自治医大」 と か

聞く けど、 どんな意味なのか考えたこ と なかっ たな。

そう か。 じ ゃ あ、 私たち がク ラ スで合唱の曲を 決めたり 、 子ど も 未来プ ロ ジェ ク

ト でいろ いろ 考えたり するのも 「 自治」 の一つなのかな？

下野市のこ と は下野市で決めるっ ていう こ と でし ょ 。

みんなで考えながら 進めるっ て言っ ても 、 どう し たら いいか分から ないけど・ ・ ・

まちづく り のルールはどう やっ て作ら れたの？

市民手作り の条例なんだね！

自分たち の下野市にはど んなルールが必要か、

いろ いろ な立場のたく さ んの市民が２ 年間じ っ

く り 検討し て作っ たんだよ。 中学生や高校生、

大学生の意見も 聞いているよ。

そこ で、 みんながまち づく り に参加でき る よう に基本的なルールと し て 、

「 下野市自治基本条例」 が定めら れているんだよ。

そう だね。 も っ と 詳し く 言う と 、「 下野市のま ち づく り は、 下野市で生活

するみんなで考えながら 進めていく 」 と いう こ と だよ。

そのと おり 。 じ ゃ あ、 下野市の「 自治」 っ てどう いう こ と だと 思う ？

「 自治」 と は「 自分たちのこ と を 自分たちで決めて行く 」 こ と を 言う んだよ。
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下野市自治基本条例３ つの特色！

ポイ ント

ポイ ント

ポイ ント

1

2

3

子ども たちがまちづく り に参画するまち

協働によるまちづく り を推進するまち

交流によるまちづく り を推進するまち

第1 1 条

第3 4 条

第3 6 条

第3 7 条

子ども の参画

人材及び
組織の育成

国内交流
国際交流

　 下野市の未来を 担う 子ど も たち を「 地域の宝」

と し て大切にし 、 子ども がまち づく り に参画する

機会を積極的につく り ます。

　 市民が主役のまち づく り を 推進する ためには、

それを 担う 人づく り が必要であり 、 その育成支援

と 環境（ 場所、 機会、 仕組みなど） づく り に努め

ます。

　 歴史、 文化等によ る 交流に加えて、 災害等の緊

急時に備え、 近隣市町村だけでなく 遠距離の市町

村と も 相互支援協定を 結ぶなど、 積極的に連携・

協力し ます。

　 様々な分野で国際交流活動に努める と と も に、

多文化共生社会の視点に立っ た国際感覚豊かなま

ちづく り を推進し ます。

庁舎建設　 中学生ワーク ショ ッ プ

市民活動団体による

「 地域安全マッ プ」 づく り

香川県高松市と の

国内交流

ド イ ツ・ ディ ーツヘル

ツタ ールと の国際交流
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まちづく り っ て何だろ う ？

広報紙やホームページなどで

市政情報を得る

選挙で市長や議員を選ぶ

自治会の活動に参加する

地域で支え合う 活動に

参加する

市の講座やワーク ショ ッ プ、

審議会などに参加する

防犯パト ロールで

地域の子ども たちを見守る

自然を守る活動に

参加する

市役所のアンケート や

意見・ 提案を提出する

資源回収や清掃活動に

参加する
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　「 まちづく り 」 にはいろいろ な参加の方法や形があり ますが、 こ こ ではそのほんの一例を取り

上げています。 みなさ んの周り でも どんなも のがあるか探し てみまし ょ う 。

まちづく り っ て公園や道路を 造るこ と でし ょ 。 市役所の仕事じ ゃ ないの？

いろ いろ なまちづく り があるね。

そう か。 下野市の文化や風土を 形づく っ ているのは、 市役所ではなく 、 むし ろ 私たち

市民のいろ いろ な活動だも んね。 全部含めて「 まちづく り 」 っ てこ と なんだね！

そのと おり ！わたし たち市民がまちづく り の主役なんだね。

例えばこ んなまちづく り があるよ。

確かに公園や道路を 造るこ と も まち づく り だけど、 本当にそれだけがまち づく り なのか

な？ まちづく り を も っ と 広い意味で考えると 、 私たちの暮ら し を 支えるすべてをより 良

く する こ と 、 社会づく り がまち づく り と 言える んじ ゃ ないかな。 だから 、 まち づく り は

市役所が仕事と し てやるだけでなく 、 私たち市民がやるこ と も あると 思う よ。

どんなこ と がまちづく り なの？
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家庭のルール

国や栃木県が

行う こと

自分で

できること は、

自分で行う

家庭で

できること は、

家庭で行う

地域で

できること は、

地域で行う

下野市で

できること は、

下野市で行う

国のルール

日本国憲法

・ 国民主権

・ 国民の権利と 義務

下野市自治基本条例

・ 市民が主役のまちづく り

・ 協働によるまちづく り

ごみの捨て方

自治会のきまり

学校のきまり

地域のルール

学校のルール

下野市のルール

まちづく り のイ メ ージ
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人権
尊重

情報
共有

市民
参画

市民が主役
4 4 4 4 4

のまちづく り

地方自治の本旨に基づく まちづく り の実現

市民、 議会、 市がそれぞれの責任と 役割を 自覚し 、 協働の

精神のも と 共に力を 合わせて、 明日の下野市を 創造する た

めの仕組みが必要です。

協働
4 4

によるまちづく り

下野市が目指す
　 　 　 　 　 まちづく り は？
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　 下野市自治基本条例を読んで、下野市がどんなまちづく り を目指し ているのか調べてみまし ょ

う 。

みんながま ち づく り に参加する 前に、 下野市がど んなま ち づく り を

目指し ているのか理解し ておく こ と が必要だね。

さ っ そく 下野市自治基本条例を 読んでみたけど、 前文は「 です・ ます」 体で、

下野市の特性や条例が作ら れた背景が「 起承転結」 で書かれていて 、 と っ

ても 分かり やすかっ たよ。

条例には、 専門用語や独特の言い回し がある から ね。 ポイ ン ト と なる 部分を 一

緒に考えていこ う か。 みんなも 体育祭や文化祭でスロ ーガンを 決める よ う に、

まちづく り を 進めるためのみんなの合言葉（ 基本理念） があっ た方がいいよね。

そう だね。 前文は、 自治基本条例を 作るに当たっ ての考え方や想いを

みんなで共有するために、 すごく 苦労し て書いたんだ。

下野市自治基本条例を読み解く ポイ ント は？

う ん。 その合言葉が「 市民が主役」 と 「 協働」 だね。

条例本文は、 難し い言葉も 出てき てなかなか理解でき なかっ たな・ ・ ・

その合言葉のも と 、 みんなの願い（ 目的） を 実現するためのまちづく り

を 進めるには、 忘れてはいけない３ つのルールがあるぞ！

ルール
（ 原則）

合言葉
（ 基本理念）

願い
（ 目的）

第５ 条

第４ 条

第１ 条

前文
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市

市民の意思が反映さ れた

 市政運営を行います

市 民
自ら がまちづく り の

主体であることを自覚し 、

実践します

第５ 条　 基本原則

議 会

人権
尊重

情報
共有

市民
参画

市民の責務

 ○発言・ 行動に責任を持つ

 ○基本的人権の尊重

 ○まちづく り の主体であると 自覚

第 1 3 条
市民の権利

 ○安全・ 安心な生活を営む権利

 ○行政サービスを享受する権利

 ○情報を知る権利

 ○意見・ 提案を表明する権利

 ○まちづく り ・ 市政に参画する権利

●情報提供

●分かり やすい
　 説明

●選挙

●市政への参画

●選挙
●市政への参画

市民の意思が市政に

反映さ れるよう 努めます

●情報提供
●公正・ 誠実な

　 行政サービス

●コミ ュニティ 組織の
　 支援

●市政運営の監視

●政策の意思決定

●市政運営の説明責任
●政策の提案

第 1 2 条

●市民と は（ 第3 条 第1 号）

　 まちづく り は、 住民だけでなく 、 下野市

で多く の時間を過ごす通勤・ 通学者等にも

関わること です。 そのため、 条例では、「 市

民」を「 市内に住む人、 働く 人、 学ぶ人及び

事業者」と 幅広く 定義し ています。

●市と は（ 第3 条 第３号）

　 条例で は、「 市」を「 市長

及び市の執行機関」と 定義

し ています。 市長の責務

 ○公正・ 誠実な市政運営

 ○指導力の発揮

職員の責務

 ○公正・ 誠実な職務遂行

第 1 8 条

第 1 9 条

議会の役割と 責務

 ○議会の権能の発揮

 ○市民意思の適切な把握

 ○開かれた議会運営

議員の責務

 ○公正・ 誠実な議員活動

第 1 7 条
●議会と は（ 第3 条 第２号）

　 条例で は、「 議会」を「 議会

及び議員」と 定義し ています。

第 1 6 条

主役

２ つの合言葉と ３ つのルールに基づいて行われる まちづく り は、

下のイ メ ージ図を 見ると 分かり やすいぞ！

下野市を 構成し ている「 市民」、「 議会」、「 市」 には、

それぞれいろ いろ な役割があるんだね。
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情報
共有

情報提供 情報提供

議会 市

市政に関する

情報

市民

まちづく り に関する
情報収集

さ あ、まちづく り を始めよう ！
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まちづく り 活動を始める前に、 まちづく り の仕組みを理解するこ と から 始めまし ょ う 。

まちづく り はまちの情報を知るこ と から ！

まち づく り を 進めるための３ つのルール（ 原則） に「 情報共有」 があっ たよね。

まちづく り は、 まちの情報を 知るこ と から 始まるんだよ 。

議会と 市は、 まち の情報を 上手に集めて、 市民にでき る だけ分かり やすく 提

供し てく れるよ。 情報は、 どう すれば知るこ と ができ るかな？

そう だね。 他にも 新聞やデータ 放送、 メ ール配信などいろ いろ な方法で

情報発信さ れているよ。

それぞれの役割が分かっ たと こ ろ でさ っ そく まち づく り を 始めてみたいけど、

そう いえば身近にどんな課題があるかよく 分から ないなぁ 。

毎月、 市の広報が届く ね。 それから 市のホームページも 見たこ と があるよ。

さ れてい

タ 放送、 メ ール配信などいろ いろ な方法で
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協働

それぞれの視点を活かし て協働のまちづく り を進めよう ！

でき るこ と から 始めてみよう ！

市は、協働のまちづく り のコ ー

ディ ネート 役と し て、 市民や

コ ミ ュ ニテ ィ 組織の活動を 支

援し ます。

協働

協働

協働

人材、 組織の育成（ 第３ ４ 条）

コ ミ ュ ニティ 組織の支援（ 第１ ４ 条）

議会 市

●地域や市民生活の

　 課題解決

●企画立案段階から 協議

市民

まち づく り の合言葉を 思い出し てごら ん。 誰にでも 得意な分野があるよね。

それを 活かし てこ そ「 協働」 だよ！

まち の情報を 知っ て、 今ど んな課題がある のか分かっ たよ。 その課題を 解決す

るために何か活動し たいけど、 自分の力だけででき るこ と には限界があるよね。

下野市では、 こ んな協働の事例があるよ。

「 子ども を 守る家」の取組

　 通学路沿いの住宅、 商店、 コ ン ビ

ニ 等が「 子ど も を 守る 家」 と し て 登

録し 、 Ｐ Ｔ Ａ 組織、 警察等と 協力し

な がら 、 子ど も た ち の安全確保に努

めています。

「 姿川ク リ ーン 作戦」の取組

　 河川美化活動を 行う こ と で、 河川

への親し みを 深める こ と を 目的に地

元住民や各種団体、 ボラ ン テ ィ ア の

協力を 得て、 毎年実施し ています。

「 グリ ムの森
イ ルミ ネーショ ン 」の取組

　 下野ブ ラ ン ド にも 認定さ れた「 グ

リ ムの森イ ルミ ネーシ ョ ン 」 は、 ボ

ラ ン テ ィ ア団体が企業や個人から の

寄付、 市の支援によ り 手作り で 開催

し 、 冬の風物詩と し て 地域の活性化

を 図っ ています。
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下野市自治基本条例

（ ※「 前文」 は、 裏表紙に掲載）

　 　 　 第１ 章　 総則

　 （ 目的）

第 １ 条　 こ の条例は、 本市における 自治の基本理念を明ら かにすると と

も に、 市民、 議会及び市の役割及び責務並びに自治の基本原則を定め

るこ と により 、 地方自治の本旨に基づく まちづく り を 実現するこ と を

目的と する。

　 （ 位置付け及び最高規範性）

第 ２ 条　 こ の条例は、 市政の基本事項について本市が定める最高規範で

あり 、 他の条例、 規則等の制定改廃に当たっ ては、 こ の条例の趣旨を

尊重し 、 整合性を図るも のと する 。

２ 　 市民、 議会及び市は、 こ の条例を遵守し なければなら ない。

　 （ 定義）

第 ３ 条　 こ の条例において、 次の各号に掲げる用語の意義は、 当該各号

に定めると こ ろ による。

　 （ １ ） 　 市民　 市内に住む人、 働く 人、 学ぶ人及び事業者をいう 。

　 （ ２ ） 　 議会　 議会及び議員を いう 。

　 （ ３ ） 　 市　 市長及び市の執行機関をいう 。

　 （ ４ ）  　 参画　 まちづく り に主体的に参加し 、 行動するこ と をいう 。

　 （ ５ ）  　 協働　 市民、 議会及び市が共通課題を解決するためにそれぞ

れの役割及び責任を対等な立場で、 協力し て活動するこ と をい

う 。

　 　 　 第２ 章　 自治の基本理念及び基本原則

　 （ 自治の基本理念）

第４ 条　 市民が主役のまちづく り を推進するこ と を基本理念と する。

２  　 市民、 議会及び市が協働による まちづく り を推進するこ と を基本理

念と する。

　 （ 基本原則）

第 ５ 条　 第１ 条の目的を達成するため、 市民、 議会及び市は、 次に掲げ

る基本原則に基づき 、 まちづく り を推進するも のと する。

　 （ １ ）  　 市民、 議会及び市は、 一人ひと り の基本的人権を尊重する。

　 （ ２  ） 　 市民、 議会及び市は、 互いに市政に関する情報を共有する。

　 （ ３ ）  　 市政に市民の参画の機会が保障さ れており 、 また、 その参画

を図るための取組を議会及び市は、 積極的に推進する。

　 （ 情報提供）

第６ 条　 議会及び市は、 その保有する情報について市民と の共有財産で

ある と の認識に立ち ､積極的に、 かつ、 分かり やすく 市民への情報提供

に努めるも のと する。

　 （ 情報公開）

第 ７ 条　 議会及び市は、 市民の情報公開請求に対し て、 市民の知る権利

を保障し 、 適切に情報を公開する も のと する。

２  　 前項に規定する情報公開に関し 必要な事項は、 別に条例で定める。

　 （ 個人情報の適正な取扱い）

第 ８ 条　 議会及び市は、 保有する個人情報を適正に取扱い、 個人の権利

及び利益を保護し なければなら ない。

２  　 前項に規定する個人情報の保護に関し 必要な事項は、 別に条例で定

める。

　 （ 参画）

第 ９ 条　 市は、 市民がまちづく り 及び市政に参画する機会を保障し なけ

ればなら ない。

２  　 市民は、 まちづく り 及び市政に関心や問題意識を持ち、 積極的な参

画に努めるも のと する。

　 （ 協働）

第 １ ０ 条　 市民、 議会及び市は、 まちづく り を推進する ために、 それぞ

れの立場を理解し 、 目的を共有し 、 相互に依存するこ と なく 力を合わ

せて、 その実現に努めるも のと する。

２  　 市は、 市民の自主的なまちづく り 活動を促進するために、 必要な支

援を行わなければなら ない。

　 （ 子ども の参画）

第 １ １ 条　 市民、 議会及び市は、 子ども を下野市の未来を 担う 地域の宝

と し て育てると と も に、 子ども がまちづく り に参画する 機会を積極的

につく り 、 その意見を尊重するも のと する。

　 　 　 第３ 章　 市民及びコ ミ ュ ニティ 組織

　 （ 市民の権利）

第１ ２ 条　 市民は、 次に掲げる権利を 保障さ れるも のと する。

　 （ １ ） 　 安全かつ安心な生活を営むこ と ができ るこ と 。

　 （ ２ ） 　 より よ い行政サービスを享受するこ と ができ る こ と 。

　 （ ３ ） 　 議会及び市に関する情報を 知るこ と ができ るこ と 。

　 （ ４ ）  　 議会及び市に対し 意見及び提案を表明するこ と ができ るこ と 。

　 （ ５ ）  　 まちづく り 及び市政に参画する機会を得るこ と ができ るこ と 。

　 （ 市民の責務）

第１ ３ 条　 市民は、 次に掲げる責務を 有するも のと する。

　 （ １ ）  　 まちづく り の参画に当たり 、 自ら の発言及び行動に責任を持

つこ と 。

　 （ ２ ） 　 人権を 尊重し 、 他の個人と し ての尊厳を侵さ ないこ と 。

　 （ ３ ）  　 自ら がまちづく り の主体であるこ と を自覚し 、 実践するこ と 。

　 （ コ ミ ュ ニティ 組織の責務及び支援）

第 １ ４ 条　 コ ミ ュ ニティ 組織（ 市民活動団体を含む。 ） は、 適正な団体

運営を行う と と も に、 自ら の責任のも と 、 市民活動を推進し 、 その活

動が広く 市民に理解さ れるよう 努めるも のと する。

２  　 コ ミ ュ ニティ 組織は、 まちづく り の主体と し ての役割を認識し 、 協

働のまちづく り への理解及び協力に努めるも のと する。

３  　 市は、 コ ミ ュ ニティ 組織による活動について、 公益性及び公平性に

配慮し て、 その自主性及び自立性を 損なう こ と のないよ う 、 支援する

も のと する。

　 （ 事業者の権利及び責務）

第 １ ５ 条　 事業者は、 地域社会を構成する一員と し て、 社会的責任を認

識し 、 自然環境及び市民生活に配慮し た事業活動を推進すると と も に、

公益的な活動への積極的な参加及び地域社会づく り に寄与するも のと

する。

　 　 　 第４ 章　 議会

　 （ 議会の役割、 責務、 運営等）

第 １ ６ 条　 議会は、 重要な政策の意思決定をし 、 政策を立案し 、 及び提

言し 、 市政運営を監視するなど、 その権能を十分に発揮し なければな

ら ない。

２  　 議会は、 前項の権限を行使するに当たり 、 市民の意思を適切に把握

し 、 かつ、 議員間の討議を尽く すよ う 努めなければなら ない。

３  　 議会は、 市民の信頼に応え、 公平性及び透明性を確保し 、 常に説明

責任を果たすも のと する。

４  　 議会の役割、 責務、 運営等に関し 必要な事項は、 別に条例で定める。

　 （ 議員の責務）

第 １ ７ 条　 議員は、 市民全体の代表者と し て、 公正かつ誠実に議員活動

を行い、 市民の信頼に応えなければなら ない。

２  　 議員は、 市政の適切な監視及び評価並びに政策提案のため、 常に研

さ んに努めなければなら ない。

３ 　 議員の責務に関し 必要な事項は、 別に条例で定める。

　 　 　 第５ 章　 行政

　 （ 市長の責務）

第 １ ８ 条　 市長は、 市の代表と し て、 公正かつ誠実に市政を運営し 、 自

治の基本理念に応えるよう 指導力を 発揮し なければなら ない。

２  　 市長は、 地域社会、 市民生活等の実態、 変化等を中長期的かつ広域

的に把握し て、 市政に反映するよう 、 努めなければなら ない。

　 （ 職員の責務）

第 １ ９ 条　 職員は、 市民全体の奉仕者であり 、 市長の補助機関の一員と

し て、 自治の基本理念の実現のために公正かつ誠実に職務を遂行し な

ければなら ない。

２  　 職員は、 職務の遂行に当たっ て、 必要な知識の習得及び能力の向上

に努めなければなら ない。
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　 （ 総合計画）

第 ２ ０ 条　 市長は、 総合的かつ計画的に市政を運営する ために、 市の最

上位計画である総合計画を市民参画の下に策定し 、 かつ、 定めら れた

範囲で見直し を行う も のと する。

２  　 総合計画の基本構想及び基本計画は、 議会の議決により 定めなけれ

ばなら ない。

３  　 市は、 個別政策分野に係る計画を策定し 、 変更し 、 又は廃止すると

き は、 総合計画と の整合を図るも のと する。

　 （ 行政評価）

第 ２ １ 条　 市は、 効率的かつ効果的で透明性の高い市政運営のため、 行

政評価を実施するも のと する。

２  　 市は、 行政評価の実施に際し ては、 市民参画を図り 、 その評価内容

及び結果を分かり やすく 公表する と と も に、 市政運営に反映さ せるも

のと する。

　 （ 行政組織）

第 ２ ２ 条　 市は、 多様化する行政課題に的確に対応し 、 効率的な業務の

執行を進める ため、 機能的な組織体制づく り に努める も のと する。

　 （ 財政及び財務）

第 ２ ３ 条　 市は、 持続可能な財政運営を行っ ていく ために財政計画を策

定し 、 財政の健全化を図るも のと する。

２ 　 市は、 財政状況を分かり やすく 市民に公表するも のと する。

　 （ 出資団体等）

第 ２ ４ 条　 市は、 市が出資、 補助、 事務の委託又は職員の派遣を行っ て

いる団体に対し て、 必要に応じ 、 当該団体の業務及び財務に関する情

報の開示を求めなければなら ない。

２  　 市は、 前項の団体に対し て、 市の出資等の目的が効果的かつ効率的

に達成さ れる よう 要請すると と も に、 公益上特に必要な場合には、 必

要な支援を行わなければなら ない。

　 （ 行政手続）

第 ２ ５ 条　 市は、 処分、 行政指導、 届出等に関する手続について、 公正

の確保、 透明性の向上及び手続の迅速化を図ら なければなら ない。

２  　 前項に規定する行政手続に関し 必要な事項は、 別に条例で定める。

　 （ 法務）

第 ２ ６ 条　 市は、 政策を実現し 、 又は地域の課題を解決するため、 法令

の解釈及び運用並びに条例、 規則等の制定改廃に積極的に努めなけれ

ばなら ない。

　 （ 説明責任）

第 ２ ７ 条　 市は、 まちづく り の基本と なる施策の立案、 決定及び評価に

至るまでの過程について、 市民に対する情報提供に努めると と も に、

市民に分かり やすく 説明し なければなら ない。

　 （ 提案、 要望、 意見等への対応）

第 ２ ８ 条　 市は、 市民から 提案、 要望、 意見等があっ たと き には、 速や

かに事実関係を調査し 、 対応し なければなら ない。 こ の場合において、

必要に応じ 、 積極的にそれら を施策に反映さ せるよう に努めなければ

なら ない。

　 （ 公益通報）

第 ２ ９ 条　 職員は、 市政の適法かつ公正な運営を妨げ、 かつ、 市政に対

する市民の信頼を損なう よう な行為のあるこ と を知っ たと き は、 速や

かにその事実を公益通報に関する 機関に通報し なければなら ない。

２  　 市は、 法令の定めると こ ろ によ り 、 職員から 行われる公益通報を受

ける体制を整備すると と も に、 通報者が通報により 不利益を受けない

よう 適切な処置を講じ なければなら ない。

　 （ 危機管理）

第 ３ ０ 条　 市は、 市民の生命及び財産を守るために、 災害等の緊急時を

想定し た危機管理体制の構築に努めなければなら ない。

２  　 市民及び市は、 災害等の緊急時には、 協力し て対応し なければなら

ない。

３  　 市は、 災害等の緊急時における 市民と の連携が有効に機能するよう

に、 定期的に市民及び議会と 協議し て役割分担、 仕組みづく り 及び環

境づく り についての見直し に努めなければなら ない。

４  　 市民は、 災害等の緊急時には、 まず自助及び共助ができ るよう に、

日頃から 地域内の連携を図るも のと する。

　 　 　 第６ 章　 参加及び協働

　 （ 意見募集）

第 ３ １ 条　 市は、 次に掲げる事項のう ち、 市民生活に広く 影響を与える

も のについて、 市民に情報提供を行い、 広く 意見を求めるも のと する。

　 （ １ ） 　 条例の制定又は改廃

　 （ ２ ） 　 計画の策定、 変更又は廃止

　 （ ３ ） 　 施策の実施、 変更又は廃止

２  　 市は、 前項の規定による意見を十分考慮し 、 意思決定を行う も のと

する。 こ の場合において、 市は、 当該意見及び意見に対する市の考え

方を公表し なければなら ない。

　 （ 委員の公募及び審議会等の公開等）

第 ３ ２ 条　 市は、 市が設置する審議会等（ 以下「 審議会等」 と いう 。 ）

の委員の選任に当たっ ては、 原則と し て公募による委員を含めなけれ

ばなら ない。

２  　 市は、 委員の選任に当たっ ては、 透明性及び公平性を 保ち、 審議会

等の設置目的に応じ て、 地域、 年齢及び性別その他必要な要件に配慮

し なければなら ない。

３ 　 市は、 審議会等の会議を原則と し て公開し なければなら ない。

４  　 市は、 審議会等の開催情報、 会議結果等を公表し なければなら ない。

　 （ 住民投票）

第 ３ ３ 条　 市長は、 市政に関する重要事項について、 住民（ 住民投票を

行う 主体をいう 。 ） の意思を確認するため、 住民投票を 実施するこ と

ができ る。

２  　 住民投票は、 当該重要事項に関する情報が住民に提供さ れ、 熟議を

経た上で行われなければなら ない。

３  　 住民投票に参加でき る者の資格その他住民投票の実施に関し て必要

な事項は、 事案ごと に別に条例で定める。

４ 　 議会及び市は、 住民投票の結果の公表に努め、 当該結果を尊重し な

ければなら ない。

　 （ 人材及び組織の育成）

第 ３ ４ 条　 市民、 議会及び市は、 市民が主役のまちづく り を推進するた

め、 自発的なまちづく り の担い手及び自律的なまちづく り 組織が育つ

よう 支援を行い、 その学習環境及び拠点の整備に努める も のと する。

　 　 　 第７ 章　 連携及び交流

　 （ 広域連携）

第 ３ ５ 条　 市は、 広域化する行政課題に対し て、 近隣及びその他の市町

村、 県及び国と の連携を積極的に図り 、 広域的なまちづく り を推進す

るも のと する。

　 （ 国内交流）

第 ３ ６ 条　 市は、 歴史及び文化等を共有する他の市町村と の交流を積極

的に図り 、 歴史及び文化等を大切にするまちづく り を推進するも のと

する。

２  　 前項に規定する交流のほか、 市は、 災害等の緊急時に備え、 他の市

町村と の相互支援を積極的に推進するも のと する。

　 （ 国際交流）

第 ３ ７ 条　 市は、 国際交流の文化を大切にすると と も に、 市民の国際交

流活動の支援に努めるも のと する。

２  　 市民及び市は、 多文化共生社会の視点に立ち、 敬愛と 相互理解と 学

び合いの精神を 持っ て、 国際交流活動に努めるも のと する。

　 　 　 第８ 章　 条例の実効性の確保

　 （ 見直し ）

第 ３ ８ 条　 市長は、 こ の条例の施行後５ 年を超えない期間ごと に、 市政

がこ の条例に基づいて行われている かどう かを市民参画の下に検証を

行い、 その結果を踏まえ、 条例の見直し 及び市民が主役のまちづく り

に関する政策について、 必要な措置を講ずるも のと する 。

２  　 市長は、 前項に規定する条例の検証を行う ための機関を設置するも

のと する。

３ 　 前項に規定する機関に関し 、 必要な事項は、 別に定める。

　 　 　 附　 則

　 こ の条例は、 平成２ ６ 年４ 月１ 日から 施行する。
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〔 下野薬師寺の建立、大宝律令の選定
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お問合せ先

下野市　 総合政策部　 総合政策課

〒3 2 9－0 4 9 2 　 栃木県下野市小金井１１２７

TEL. ０２８５－４０－５５５０

FAX. ０２８５－４０－５５７２

E-m a il so ug o use isa ku@ city.sh im o tsuke .lg .j p

ここをクリック

条例制定過程や条例解説など、

詳し い情報は市ホームページでご覧いただけます。

わかりやすい

　　出前講座も やってるよ！

こちらも 、

　　詳し く は

　　　　市ホームページで

　 わたし たちのまち下野市は、 良好な住環境をも つ市街地と 、 緑豊かな農村集落が共存す

るまちです。

　 遠方に雄大な日光連山や筑波山を望み、 南北には姿川、 田川、 鬼怒川が悠久の流れをた

たえ、 広大な平地が育まれてき まし た。 風や光は空の広い大地に降り 注ぎ、 関東平野の豊

かな土壌や、 河川や地下水などの豊かな水資源が生産量日本一を誇るかんぴょ う など農産

物を実ら せます。

　 下野市広域に築造さ れた古墳群、 奈良時代に建立さ れた下野薬師寺戒壇院及び下野国分

寺・ 国分尼寺跡、 中世に築造さ れた児山城・ 薬師寺城・ 箕輪城跡などの歴史的遺産が先人

たちの英知と たゆまぬ努力により 脈々と 受け継がれてき まし た。

　 また、 古く は東山道、 近世には日光街道の宿場町と し て栄えたほか、 近代には国道や鉄

道がいち早く 敷設さ れるなど、 下野市は、 古来交通の要衝と し て発展し 、 物資や人びと の

交流が行われてき まし た。 こ う し た文化は、 現代にも 息づき 、 歴史・ 文化などを共有する

国内外の都市と の交流が盛んに行われています。

　 更に、 近年は、 自治医科大学を 中心に医療体制や研究機関が充実し 、 安全・ 安心なまち

と し て発展を 続けています。

　 し かし 、 地方制度・ 行財政に関する国の制度改革、 平成の市町村大合併、 少子高齢化・

人口減少などの時代背景や社会変化による影響をわたし たち市民も 受けています。

　 そう し た中、 下野市は、 平成１ ８ 年１ 月１ ０ 日、 明治期以来の郡を越境し た３ 町の対等

合併により 誕生し たこ と から 、 三つの地域を 越えた新市の自治体運営やまちの在り 方を、

市民一体と なっ て創り 出し ていかなければなり ません。

　 また、 わたし たちは、 平成２ ３ 年３ 月１ １ 日の東日本大震災を教訓と し て、 非常時に備

えた防災体制の強化だけでなく 、 平常時から の多様なコ ミ ュ ニティ づく り など、 自治の基

礎づく り の大切さ を学びまし た。

　 こ れから は、 自然・ 歴史・ 文化などの恵まれた下野市の特性を更にいかし 、 人びと の営

みを次世代へ引き 継がなければなり ません。 そし て、 多様な世代が生き 生き と 暮ら し 、 自

律し た市民による自立し たまち、 故郷と し て誇れるまちを目指し 、 下野市民憲章にう たう

まちづく り を 進める必要があり ます。

　 そのためには、 市民、 議会及び市がそれぞれの責任と 役割を 自覚し、「 人権尊重」、「 情

報共有」、「 市民参画」 を基本原則と し 、 協働の精神のも と 共に力を 合わせて、 明日の下野

市を創造するための仕組みが必要です。

　 こ こ にわたし たちは、 下野市の自治の理念である「 市民が主役のまちづく り 」 を推進す

るため、 下野市における自治の最高規範と し て、 下野市自治基本条例を定めます。

前　 文
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